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先
日
開
催
さ
れ
た
総
代
会
資
料

に
記
載
の
と
お
り
、
本
商
工
会
で

は
、
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
持

続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
新
た
な

５
ヶ
年
計
画
と
し
て
「
経
営
発
達

支
援
計
画
」
を
策
定
、
３
月
に
国

か
ら
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
本
計
画
で

は
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
が
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
い

て
も
利
益
を
生
み
出
す
・
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
を
受
け
、
あ
ら
ゆ
る

支
援
の
場
に
お
い
て
、
新
た
に
Ｉ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
積
極
的
な
活
用
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

秋
以
降
、
動
画
の
撮
影
や
Ａ
Ｉ

活
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
初
心
者
で
も
参
加
し
や

す
い
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入

や
、
パ
ソ
コ
ン
の
選
び
方
、
使
い

方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

            

指
導
員
N
Ｋ

   

指
導
員
だ
よ
り

道
の
駅
く
る
ら
戸
田
の
役
割

　

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

４
月
よ
り
「
戸
田
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
・
道
の
駅
く
る
ら
戸
田
」

の
駅
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
秋

元
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、
臨
床
検
査
技

師
と
し
て
医
療
の
現
場
で
働
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
小
規
模
な
病
院

で
は
、
検
体
検
査
か
ら
生
理
検
査

ま
で
幅
広
く
対
応
し
、
「
浅
く
・

広
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
の
業

務
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

大
規
模
な
病
院
で
は
検
体
採
取
・

検
査
・
生
理
・
病
理
・
輸
血
な
ど

が
専
門
的
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

医
師
の
依
頼
に
応
じ
た
検
査
を
専

任
性
を
も
っ
て
担
当
す
る
だ
け
で

な
く
、
検
査
以
外
の
、
組
織
と
し

て
の
業
務
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
担

当
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
道
の
駅
く
る
ら
戸
田
」
は
、

国
土
交
通
省
よ
り
「
地
域
活
性
化

の
拠
点
を
形
成
す
る
重
点
道
の

駅
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
施
設
で

す
。
こ
の〝
地
域
活
性
化
の
拠
点
〞

と
い
う
使
命
の
な
か
に
は
、
産
業

や
観
光
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、

福
祉
や
防
災
、
地
域
資
源
の
活
用

な
ど
、
多
く
の
役
割
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

戸
田
地
域
に
は
、
駿
河
湾
の
豊

か
な
海
の
幸
、
深
海
魚
、
た
ち
ば

な
、
し
き
み
、
富
士
山
を
望
む
絶

景
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
今
後
建
設

予
定
の
佐
藤
雅
彦
氏
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
、
私
の
心
を
動
か
す
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
域
資
源
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
、

心
か
ら
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
防
災
の
分
野
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
医
療
経
験
が
生
か
せ
る

場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

す
べ
て
は
一
人
で
は
成
し
得
ま
せ

ん
。
皆
様
の
知
恵
と
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
、

観
光
振
興
、
そ
し
て
福
祉
・
防
災

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

駅
長
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
新
人

で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

道の駅 くるら戸田

駅長 秋元 美紀

今日はありがとうございました！
カニを放流するのは悲しかったけど

後から戻ってきてくれると嬉しいです。
貴重なことをやらせてくださりありがとうございました。

戸田小中一貫校 ７年　石原 楽々

今日はありがとうございました！
カニを放流するのは悲しかったけど

後から戻ってきてくれると嬉しいです。
貴重なことをやらせてくださりありがとうございました。

戸田小中一貫校 ７年　石原 楽々

今日は戸田ならではの貴重な体験をさせていただき
ありがとうございました。
いまタカアシガニのとれる量が減っていることを知り、
地域で協力してタカアシガニを守っていこうと思いました。
今日は本当にありがとうございました。
戸田小中一貫校 7 年 村上 絢香 　

今日は戸田ならではの貴重な体験をさせていただき
ありがとうございました。
いまタカアシガニのとれる量が減っていることを知り、
地域で協力してタカアシガニを守っていこうと思いました。
今日は本当にありがとうございました。
戸田小中一貫校 7 年 村上 絢香 　

第 48 回　原・浮島
　ふるさと夏まつり開催！
第 48回　原・浮島
　ふるさと夏まつり開催！
日 時 ： 令和7年8月2日（土）

場 所 ： 原地区センター広場

お問合せ：
原・浮島ふるさと夏まつり実行委員会

（沼津市商工会・原支所）☎ 055-966-1331

会場周辺に来場者の駐車場はありません。
徒歩・自転車でのご来場をお願いいたします。

■花火大会

■各種出店

（沼津市原1200- 3）

１１：００～20：30

１9： 3 0～ 2 0：0 0

１1： 0 0～ 1 8：3 0
■各種イベント
１1： 0 0～ 1 9：0 0

※荒天の場合は８月3日（日）に順延

J R原駅より歩いて約10分
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去
る
５
月
20
日
、
午
後
４
時
か

ら
原
地
区
セ
ン
タ
ー
2
階
に
お
い

て
、
本
会
の
第
18
回
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
出
席
者

49
名
、
委
任
状
18
名
、
来
賓
に
沼

津
市
長
他
20
名
が
ご
出
席
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

池
田
理
事
の
議
長
の
も
と
、
提

出
さ
れ
た
５
つ
の
議
案
は
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
沼
津
市
商
工
会

創
立
15
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

翠
富
士
関
の
記
念
講
演
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
の
皆
様

か
ら
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の

15
年
を
見
据
え
、
沼
津
市
商
工
会

が
持
続
可
能
な
組
織
の
た
め
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
本
所
商
工
会
館
の
老
朽
化
、

会
員
の
減
少
、
職
員
の
削
減
等
、

長
期
的
課
題
と
向
き
合
い
、
事
業
、

組
織
、
財
政
の
見
直
し
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
青
年
部
長
と
戸

田
支
所
青
年
部
長
が
新
し
い
方
に

交
代
し
た
た
め
、
庄
司
拡
さ
ん

（
原
支
所
青
年
部
長
）
と
真
野
圭

佑
さ
ん
（
戸
田
支
所
青
年
部
長
）

が
、
新
た
に
理
事
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
代
会
終
了
後
、
会
場
を
商
工

会
２
階
に
移
し
、
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
原
と
戸
田
の
会
員
同

士
の
交
流
を
図
り
、
商
工
会
が
推

奨
し
て
い
る
逸
品
の
抽
選
会
を
実

施
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

通
常
総
代
会
開
催

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流

　

今
年
度
、
戸
田
支
所
の
青
年
部

長
を
つ
と
め
る
、
真
野
と
申
し
ま

す
。
仕
事
は
、
戸
田
で
叔
父
が
経

営
す
る
「
福
将
丸
」
と
い
う
釣
り

船
で
船
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。

戸
田
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
今
年

も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

青
年
部
は
、
自
分
自
身
の
経
営

を
確
立
す
る
こ
と
が
１
番
で
あ
り
、

各
部
員
の
経
営
の
一
助
と
な
る
活

動
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で

地
域
の
商
工
業
者
の
一
員
と
し
て
、

地
元
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
が
自
身
の
経
営
の
信
用
・
信
頼

に
も
繋
が
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。
是
非
、
商
工
会
青
年
部
を

活
用
し
て
、
一
緒
に
自
分
の
事
業

を
躍
進
さ
せ
地
元
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
16
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
放
流
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
沼
津
市
商
工
会

戸
田
支
所
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら

底
引
き
網
漁
の
禁
漁
期
間
が
始
ま

る
の
に
あ
わ
せ
、
毎
年
、
資
源
保

護
を
目
的
と
し
た
カ
ニ
の
放
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
学
習
の
一
環
と

し
て
、
戸
田
小
中
一
貫
校
の
５
・

６
・
７
年
生
18
名
が
放
流
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
賴
重
市
長
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
に
個
体
識
別
用
の

タ
グ
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
カ
ニ
の
重
さ
・
甲
羅
の
大
き

さ
・
性
別
な
ど
の
情
報
を
１
匹
ず

つ
記
録
し
ま
し
た
。
計
測
と
記
録

が
終
わ
っ
た
後
、
船
に
乗
っ
て
戸

田
湾
の
沖
へ
向
か
い
、
子
ど
も
た

ち
の
手
で
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
感
想
文
に
は
、
戸
田
の

地
域
資
源
で
あ
る
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ

を
大
切
に
思
い
、
ど
の
よ
う
に
守

っ
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て
い

る
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
漁
獲
量
は
い

ま
だ
に
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
会
員
事
業
所
や
漁
業
関

係
者
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
協
賛

を
い
た
だ
き
、
今
年
は
41
匹
の
タ

カ
ア
シ
ガ
ニ
を
放
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
役
員
紹
介

原支所 青年部長
庄司  拡

戸田支所 青年部長
真野  圭佑

沼
津
食
品
衛
生
協
会
戸
田
支
部

『
ま
な
板
再
生
』を
実
施

　

沼
津
食
品
衛
生
協
会
・
戸
田
支

部
で
は
、
６
月
５
日
に
「
ま
な
板

再
生
」
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
な
板
を
磨
く
こ
と
で
表
面
の
汚

れ
や
キ
ズ
を
取
り
除
き
、
食
中
毒

の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

戸
田
支
部
が
30
年
以
上
前
に
こ
の

事
業
を
始
め
、
夏
を
控
え
る
こ
の

時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
が
近
隣

の
ほ
か
の
食
品
衛
生
協
会
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
戸
田
地
区
内
の
事

業
所
だ
け
で
な
く
一
般
家
庭
か
ら

も
計
27
枚
の
ま
な
板
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
地
元
の
大
工
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
手
作
業
で
１
枚
１

枚
ま
な
板
が
磨
か
れ
て
、
新
品
同

様
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
原
地
区
の
概
要
や
寺

院
に
つい
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

締
め
く
く
り
と
し
て
、原
地
区
に

あ
る
神
社
を
三
号
に
分
け
て
、東

か
ら
順
に
紹
介
し
ま
す
。

原
の
神
社
①

伊
勢
神
明
宮（
三
本
松
）

　

旧
村
社
。祭
神
は
天
照
皇
大
神

（
皇
室
の
御
祖
神
・
国
民
の
総
氏

神
）。享
保
十
四（
一
七
二
九
）年
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
。入
口
に
は
塞
ノ

神
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
堂
舎
に
は
四

神（
石
造
の
庚
申
塔
、疱
瘡
塔
、木

祠
に
二
神
）が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、相
殿
と
し
て
香
久
津
知
大

神
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。神
社
内
に

は
護
国
塔
や
、寛
政
五（
一七
九
三
）

年
に
建
立
さ
れ
た
三
界
万
霊
塔
の

由
来
を
記
し
た
副
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
碑
か
ら
は
、往
古
、こ
の
近
く
に

「
清
原
庵
」と
い
う
寺
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。本
殿
の
横
に

は
三
本
松
集
会
場
も
あ
り
ま
す
。

神
明
宮（
大
塚
新
田
）

　

旧
村
社
。祭
神
お
よ
び
創
建
は

三
本
松
の
神
社
と
同
じ
で
す
。入

口
に
は
二
体
の
道
祖
神（
塞
ノ
神
＝

道
祖
神・疱
瘡
神
）が
並
ん
で
い
ま

す
。本
殿
前
に
は
末
社
と
し
て
、猿

田
彦
社
、八
坂
社
、金
毘
羅
社
、秋

葉
社
、稲
荷
社
が
木
祠
に
祀
ら
れ

て
お
り
、反
対
側
に
は
大
塚
新
田

公
民
館
が
あ
り
ま
す
。

秋
葉
神
社（
大
塚
本
田
）

　

祭
神
は
火
之
迦
具
土
神（
火
防

の
神
）で
、創
建
年
は
不
明
で
す
。

総
本
社
は
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神

社
で
す
。

高
木
神
社（
大
塚
本
田
）

　

旧
村
社
。祭
神
は
高
木
神（
高

皇
産
霊
神
＝
日
本
神
話
に
お
け
る

創
造
神
で
、高
天
原
に
二
番
目
に
出

現
し
た
神
）で
す
。境
内
東
側
に
は

御
嶽
社
や
天
王
社
の
末
社
が
あ
り
、

高
木
神
社
の
前
身
は
大
六
天
社
で
、

明
治
中
期
に
現
在
の
神
社
名
に
改

名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。沼

津
で
唯
一の
高
木
神
社
で
、道
祖
神

が一体
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、神

社
入
口
横
に
は
土
地
の
高
さ
を
示

す
水
準
点
の
標
石
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、主
要
道
路
に
沿
っ
て
約
二
キ

ロ
ご
と
に
国
土
地
理
院
が
設
置
し

て
い
ま
す
。境
内
に
は
、樹
齢
二
五

〇
年
以
上
と
さ
れ
る
楠
の
大
木
が

あ
り
、大
塚
耕
地
整
理
記
念
碑
や

大
塚
本
田
公
会
堂
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。　
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去
る
５
月
20
日
、
午
後
４
時
か

ら
原
地
区
セ
ン
タ
ー
2
階
に
お
い

て
、
本
会
の
第
18
回
通
常
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
実
出
席
者

49
名
、
委
任
状
18
名
、
来
賓
に
沼

津
市
長
他
20
名
が
ご
出
席
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

池
田
理
事
の
議
長
の
も
と
、
提

出
さ
れ
た
５
つ
の
議
案
は
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
沼
津
市
商
工
会

創
立
15
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

翠
富
士
関
の
記
念
講
演
会
を
開
催

し
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民
の
皆
様

か
ら
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の

15
年
を
見
据
え
、
沼
津
市
商
工
会

が
持
続
可
能
な
組
織
の
た
め
、
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
て
い
き
ま

す
。
本
所
商
工
会
館
の
老
朽
化
、

会
員
の
減
少
、
職
員
の
削
減
等
、

長
期
的
課
題
と
向
き
合
い
、
事
業
、

組
織
、
財
政
の
見
直
し
を
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
原
支
所
青
年
部
長
と
戸

田
支
所
青
年
部
長
が
新
し
い
方
に

交
代
し
た
た
め
、
庄
司
拡
さ
ん

（
原
支
所
青
年
部
長
）
と
真
野
圭

佑
さ
ん
（
戸
田
支
所
青
年
部
長
）

が
、
新
た
に
理
事
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
代
会
終
了
後
、
会
場
を
商
工

会
２
階
に
移
し
、
交
流
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
原
と
戸
田
の
会
員
同

士
の
交
流
を
図
り
、
商
工
会
が
推

奨
し
て
い
る
逸
品
の
抽
選
会
を
実

施
し
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

通
常
総
代
会
開
催

原
地
域
の
歴
史
に
つい
て

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
放
流

　

今
年
度
、
戸
田
支
所
の
青
年
部

長
を
つ
と
め
る
、
真
野
と
申
し
ま

す
。
仕
事
は
、
戸
田
で
叔
父
が
経

営
す
る
「
福
将
丸
」
と
い
う
釣
り

船
で
船
長
を
や
っ
て
い
ま
す
。

戸
田
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
今
年

も
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

青
年
部
は
、
自
分
自
身
の
経
営

を
確
立
す
る
こ
と
が
１
番
で
あ
り
、

各
部
員
の
経
営
の
一
助
と
な
る
活

動
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で

地
域
の
商
工
業
者
の
一
員
と
し
て
、

地
元
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
が
自
身
の
経
営
の
信
用
・
信
頼

に
も
繋
が
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。
是
非
、
商
工
会
青
年
部
を

活
用
し
て
、
一
緒
に
自
分
の
事
業

を
躍
進
さ
せ
地
元
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
16
日
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
放
流
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
沼
津
市
商
工
会

戸
田
支
所
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら

底
引
き
網
漁
の
禁
漁
期
間
が
始
ま

る
の
に
あ
わ
せ
、
毎
年
、
資
源
保

護
を
目
的
と
し
た
カ
ニ
の
放
流
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
地
域
学
習
の
一
環
と

し
て
、
戸
田
小
中
一
貫
校
の
５
・

６
・
７
年
生
18
名
が
放
流
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
賴
重
市
長
を

は
じ
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
に
個
体
識
別
用
の

タ
グ
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
カ
ニ
の
重
さ
・
甲
羅
の
大
き

さ
・
性
別
な
ど
の
情
報
を
１
匹
ず

つ
記
録
し
ま
し
た
。
計
測
と
記
録

が
終
わ
っ
た
後
、
船
に
乗
っ
て
戸

田
湾
の
沖
へ
向
か
い
、
子
ど
も
た

ち
の
手
で
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

放
流
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
感
想
文
に
は
、
戸
田
の

地
域
資
源
で
あ
る
タ
カ
ア
シ
ガ
ニ

を
大
切
に
思
い
、
ど
の
よ
う
に
守

っ
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
て
い

る
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
カ
ア
シ
ガ
ニ
の
漁
獲
量
は
い

ま
だ
に
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
会
員
事
業
所
や
漁
業
関

係
者
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
協
賛

を
い
た
だ
き
、
今
年
は
41
匹
の
タ

カ
ア
シ
ガ
ニ
を
放
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
役
員
紹
介

原支所 青年部長
庄司  拡

戸田支所 青年部長
真野  圭佑

沼
津
食
品
衛
生
協
会
戸
田
支
部

『
ま
な
板
再
生
』を
実
施

　

沼
津
食
品
衛
生
協
会
・
戸
田
支

部
で
は
、
６
月
５
日
に
「
ま
な
板

再
生
」
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
な
板
を
磨
く
こ
と
で
表
面
の
汚

れ
や
キ
ズ
を
取
り
除
き
、
食
中
毒

の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
目
的
で
す
。

戸
田
支
部
が
30
年
以
上
前
に
こ
の

事
業
を
始
め
、
夏
を
控
え
る
こ
の

時
期
に
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
が
近
隣

の
ほ
か
の
食
品
衛
生
協
会
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
戸
田
地
区
内
の
事

業
所
だ
け
で
な
く
一
般
家
庭
か
ら

も
計
27
枚
の
ま
な
板
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
地
元
の
大
工
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、
手
作
業
で
１
枚
１

枚
ま
な
板
が
磨
か
れ
て
、
新
品
同

様
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
原
地
区
の
概
要
や
寺

院
に
つい
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、

締
め
く
く
り
と
し
て
、原
地
区
に

あ
る
神
社
を
三
号
に
分
け
て
、東

か
ら
順
に
紹
介
し
ま
す
。

原
の
神
社
①

伊
勢
神
明
宮（
三
本
松
）

　

旧
村
社
。祭
神
は
天
照
皇
大
神

（
皇
室
の
御
祖
神
・
国
民
の
総
氏

神
）。享
保
十
四（
一
七
二
九
）年
に

創
建
さ
れ
ま
し
た
。入
口
に
は
塞
ノ

神
と
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
堂
舎
に
は
四

神（
石
造
の
庚
申
塔
、疱
瘡
塔
、木

祠
に
二
神
）が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、相
殿
と
し
て
香
久
津
知
大

神
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。神
社
内
に

は
護
国
塔
や
、寛
政
五（
一七
九
三
）

年
に
建
立
さ
れ
た
三
界
万
霊
塔
の

由
来
を
記
し
た
副
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
碑
か
ら
は
、往
古
、こ
の
近
く
に

「
清
原
庵
」と
い
う
寺
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。本
殿
の
横
に

は
三
本
松
集
会
場
も
あ
り
ま
す
。

神
明
宮（
大
塚
新
田
）

　

旧
村
社
。祭
神
お
よ
び
創
建
は

三
本
松
の
神
社
と
同
じ
で
す
。入

口
に
は
二
体
の
道
祖
神（
塞
ノ
神
＝

道
祖
神・疱
瘡
神
）が
並
ん
で
い
ま

す
。本
殿
前
に
は
末
社
と
し
て
、猿

田
彦
社
、八
坂
社
、金
毘
羅
社
、秋

葉
社
、稲
荷
社
が
木
祠
に
祀
ら
れ

て
お
り
、反
対
側
に
は
大
塚
新
田

公
民
館
が
あ
り
ま
す
。

秋
葉
神
社（
大
塚
本
田
）

　

祭
神
は
火
之
迦
具
土
神（
火
防

の
神
）で
、創
建
年
は
不
明
で
す
。

総
本
社
は
秋
葉
山
本
宮
秋
葉
神

社
で
す
。

高
木
神
社（
大
塚
本
田
）

　

旧
村
社
。祭
神
は
高
木
神（
高

皇
産
霊
神
＝
日
本
神
話
に
お
け
る

創
造
神
で
、高
天
原
に
二
番
目
に
出

現
し
た
神
）で
す
。境
内
東
側
に
は

御
嶽
社
や
天
王
社
の
末
社
が
あ
り
、

高
木
神
社
の
前
身
は
大
六
天
社
で
、

明
治
中
期
に
現
在
の
神
社
名
に
改

名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。沼

津
で
唯
一の
高
木
神
社
で
、道
祖
神

が一体
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、神

社
入
口
横
に
は
土
地
の
高
さ
を
示

す
水
準
点
の
標
石
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、主
要
道
路
に
沿
っ
て
約
二
キ

ロ
ご
と
に
国
土
地
理
院
が
設
置
し

て
い
ま
す
。境
内
に
は
、樹
齢
二
五

〇
年
以
上
と
さ
れ
る
楠
の
大
木
が

あ
り
、大
塚
耕
地
整
理
記
念
碑
や

大
塚
本
田
公
会
堂
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。　
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先
日
開
催
さ
れ
た
総
代
会
資
料

に
記
載
の
と
お
り
、
本
商
工
会
で

は
、
小
規
模
事
業
者
の
事
業
の
持

続
的
発
展
を
図
る
た
め
、
新
た
な

５
ヶ
年
計
画
と
し
て
「
経
営
発
達

支
援
計
画
」
を
策
定
、
３
月
に
国

か
ら
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
る
本
計
画
で

は
、
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
デ

ジ
タ
ル
化
を
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
に

よ
る
生
産
性
の
向
上
や
業
務
の
効

率
化
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
が
厳
し
い
経
営
環
境
下
に
お
い

て
も
利
益
を
生
み
出
す
・
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
認
定
を
受
け
、
あ
ら
ゆ
る

支
援
の
場
に
お
い
て
、
新
た
に
Ｉ

Ｔ
ツ
ー
ル
の
積
極
的
な
活
用
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

秋
以
降
、
動
画
の
撮
影
や
Ａ
Ｉ

活
用
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
初
心
者
で
も
参
加
し
や

す
い
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
会
計
ソ
フ
ト
の
導
入

や
、
パ
ソ
コ
ン
の
選
び
方
、
使
い

方
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　

            

指
導
員
N
Ｋ

   

指
導
員
だ
よ
り

道
の
駅
く
る
ら
戸
田
の
役
割

　

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の

４
月
よ
り
「
戸
田
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
・
道
の
駅
く
る
ら
戸
田
」

の
駅
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
秋

元
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、
臨
床
検
査
技

師
と
し
て
医
療
の
現
場
で
働
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
小
規
模
な
病
院

で
は
、
検
体
検
査
か
ら
生
理
検
査

ま
で
幅
広
く
対
応
し
、
「
浅
く
・

広
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
日
々
の
業

務
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

大
規
模
な
病
院
で
は
検
体
採
取
・

検
査
・
生
理
・
病
理
・
輸
血
な
ど

が
専
門
的
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

医
師
の
依
頼
に
応
じ
た
検
査
を
専

任
性
を
も
っ
て
担
当
す
る
だ
け
で

な
く
、
検
査
以
外
の
、
組
織
と
し

て
の
業
務
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
担

当
し
て
き
ま
し
た
。

　

「
道
の
駅
く
る
ら
戸
田
」
は
、

国
土
交
通
省
よ
り
「
地
域
活
性
化

の
拠
点
を
形
成
す
る
重
点
道
の

駅
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
施
設
で

す
。
こ
の〝
地
域
活
性
化
の
拠
点
〞

と
い
う
使
命
の
な
か
に
は
、
産
業

や
観
光
の
振
興
に
と
ど
ま
ら
ず
、

福
祉
や
防
災
、
地
域
資
源
の
活
用

な
ど
、
多
く
の
役
割
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

戸
田
地
域
に
は
、
駿
河
湾
の
豊

か
な
海
の
幸
、
深
海
魚
、
た
ち
ば

な
、
し
き
み
、
富
士
山
を
望
む
絶

景
ポ
イ
ン
ト
、
そ
し
て
今
後
建
設

予
定
の
佐
藤
雅
彦
氏
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
な
ど
、
私
の
心
を
動
か
す
魅

力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
地
域
資
源
に
携
わ
れ
る
こ
と
に
、

心
か
ら
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
・
防
災
の
分
野
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
医
療
経
験
が
生
か
せ
る

場
面
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

す
べ
て
は
一
人
で
は
成
し
得
ま
せ

ん
。
皆
様
の
知
恵
と
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
、

観
光
振
興
、
そ
し
て
福
祉
・
防
災

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

駅
長
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
新
人

で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

道の駅 くるら戸田

駅長 秋元 美紀

今日はありがとうございました！
カニを放流するのは悲しかったけど

後から戻ってきてくれると嬉しいです。
貴重なことをやらせてくださりありがとうございました。

戸田小中一貫校 ７年　石原 楽々
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今日は戸田ならではの貴重な体験をさせていただき
ありがとうございました。
いまタカアシガニのとれる量が減っていることを知り、
地域で協力してタカアシガニを守っていこうと思いました。
今日は本当にありがとうございました。
戸田小中一貫校 7 年 村上 絢香 　
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第 48 回　原・浮島
　ふるさと夏まつり開催！
第 48回　原・浮島
　ふるさと夏まつり開催！
日 時 ： 令和7年8月2日（土）

場 所 ： 原地区センター広場

お問合せ：
原・浮島ふるさと夏まつり実行委員会

（沼津市商工会・原支所）☎ 055-966-1331

会場周辺に来場者の駐車場はありません。
徒歩・自転車でのご来場をお願いいたします。

■花火大会

■各種出店

（沼津市原1200- 3）

１１：００～20：30

１9： 3 0～ 2 0：0 0

１1： 0 0～ 1 8：3 0
■各種イベント
１1： 0 0～ 1 9：0 0

※荒天の場合は８月3日（日）に順延

J R原駅より歩いて約10分
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